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お知らせ

予　算 第２回 定例会予定
６月   ８日　開会
６月 12 日～14 日 一般質問
６月 26 日　閉会

クローズアップ
　　新年度予算………………２
皆さんのご意見を市政に
～議会報告会～を開催します …12
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！クローズアップクローズアップ 新年度 予算

消防設備整備事業

曽於消防署財部分署を新築するものです。

１億3，131万円

菅牟田小学校特別教室を改築するものです。

3，968万円
小学校施設整備事業

新地公園グラウンドゴルフ場駐車場用地
の取得・整備が主なものです。

3，632万円
都市公園管理費

施設の長寿命化を図り安定したごみ処理
を行います。

8億6,435万円
クリーンセンター施設整備事業

地域包括支援セン
ターを曽於市社会
福祉協議会に委託
するものです。

2，274万円
地域支援事業

農業公社設立支援業務委託料や運営負担
金等各種事業を行なうためのものです。

2，434万円
農業公社設立
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一般会計当初予算　231 億 3,400 万円
☆市民サービスのために

21 億 1,714 万円
議会費 1 億 9,260 万円
総務費 19 億 2,454 万円

☆豊かなくらしのために
42 億 7,911 万円

農林水産業費 21 億   969 万円
商工費 21 億 6,942 万円

☆文化と教養のために
14 億 4,833 万円

教育費 14 億 4,833 万円

☆生きがいと健康のために
92 億 8,846 万円

民生費 72 億 6,398 万円
衛生費 20 億 2,448 万円

☆くらしと安全のために
27 億 7,505 万円

土木費 19 億 4,238 万円
消防費 8 億   268 万円

災害復旧費 2,999 万円

☆返済のために
31 億 9,591 万円

公債費 31 億 9,591 万円

☆備えのために
3,000 万円

予備費 3,000 万円

会計名 30年度（当初予算）29年度（当初予算） 増減
比率（％）

一　般　会　計 231億 3,400 万円 221 億 8,600 万円 4.3

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 54億 8,629 万円 69億 3,863 万円 ▲ 20.9

後期高齢者医療 5億 7,628 万円 5億 6,767 万円 1.5

介　 護　 保　 険 54億 8,447 万円 54億 5,282 万円 0.6

公共下水道事業 1億 9,616 万円 1億 8,614 万円 5.4

生活排水処理事業 1億 1,268 万円 1億 1,421 万円 1.3

笠木簡易水道事業 1,820 万円 1,639 万円 11.1

水道事業会計 8億 9,253 万円 8億 4,772 万円 5.3

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



第一回　定例会
・会　　期　平成30年2月16日～3月23日（36日間）　
・一般質問　10名の議員が登壇（詳細は13～23ページ）

広域農道災害復旧工事最終金額
1億7785万2200円に決定

（問） 国道10号線からの流入水が多いことが、起因して災害が発生
したのでは。国土交通省に国道の排水対策を要望するように。

（答） 国土交通省に国道10号線の排水が広域農道に流入しないよう
に要望し、今後このような災害が起きないようにしたい。

全
会
一
致

可
決

全
会
一
致

可
決

平成29年度一般会計補正（第8号）
6億6,131万9千円の減額

　　　　　　　　　（総額228億9,659万円）

　 　今回の補正予算は、それぞれの事業の確定及び執行見込みによる
精算的なものによる増減が主なものです。
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予算審議
あれこれ 総務常任委員会

　総務課・地域振興課・企画課・財政課・税務課・市民課・会計課・議会事務局・
監査委員事務局・選挙管理委員会の所管に属する事項及び他の委員会に属さない
事項を審査しました。

普通交付税の減額の影響

定住促進対策事業 クリーンセンター改修工事

宅地分譲
問　普通交付税が合併算定替えにより減額される
が、影響額は。
答　合併市町村に対する特例措置が、平成 27 年
度に終了し、平成 28年度から段階的に減額され、
平成 30年度は 2億 6千万円を想定している。

問 　今回の新規事業の内容は。
答　独身男女の出会いをサポート（仲介）し、結
婚支援を行う出会仲介人（婚活サポーター）を募
集・認定して、結婚支援の活動やノウハウを獲得
するための研修を行うもの。男女スキルアップの
ためのセミナー、マッチングパーティーを開催し
支援を行う。

問 　改修予定期間は。
答　本年 5月～ 6月にかけて 2号炉の解体作業を
始め、平成 32年 3月に完了予定である。
意見　改修工事を行って寿命が 15 年ほど伸びる
が、今後のごみ処理の在り方を検討すべきである。

問 　宅地分譲事業の場所と区画数は。
答　場所は、大隅南地区農業構造改善センター隣で、
約6000㎡の土地を12区画分譲するものである。
問　市有地活用定住促進補助金は、これまで宅地
分譲した土地が、5年以上売れなかった場合が対
象であったが、改善すべきでは。
答　今年度より取得価格の 10％、市外は上限 50
万円、市内は上限 30 万円を宅地分譲初年度から
支給する。

問　交付税が減額される中で、歳出を抑える工夫・
施策が必要ではないか。
答　今回初めて各課に一般財源枠を設けて、優先
順位を付けて予算編成を行った。

年度 影響額 平成 27年度比
平成 28年度 7300 万円 ▲　10%
平成 29年度 1億 8千万円 ▲　30%
平成 30年度 2億 6千万円 ▲　50%
平成 33年度 5億 2300 万円 ▲ 100%

5 ☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・6月・9月・12 月に開催します。



文教厚生常任委員会

　保健課・福祉課・介護福祉課・保健福祉課・福祉事務所・教育委員会（総務課・
学校教育課・社会教育課）の所管に属する事項を審査しました。

子ども・子育て支援の充実

財部温泉健康センター 新しい介護予防・
日常生活支援総合事業

末吉地区体育施設管理費

問　職員は指定管理の協定書どおりに配置されて
いるのか。
答　協定書では従業員 14 名となっているが、正
規職員 7名、非正規職員 6名で合わせて 13 名で
ある。ハローワークに募集しているが応募がない。
意見  　労働条件の改善等検討が必要である。

問 　予算増減の要因は。
答　これまで市が行っていた包括支援センターで
の業務を、今年度から社会福祉協議会に委託する
ための委託費とグループホームの家賃助成が主な
ものである。介護サービスの大きな流れとして施
設型からデイサービスを含む地域密着型に移行し
つつあるため給付費が抑えられている。

問 　末吉地区体育施設管理費の主なものは。
答　末吉総合体育館耐震診断委託料（昭和 54 年
築）・新地公園グラウンドゴルフ場車庫及び休憩
所新築工事（２棟）が主なものである。
問 　駐車場用地取得分は入っているのか。
答 　都市公園管理費に計上してある。

問 　放課後児童クラブの利用状況は。
答 　この数年、利用者が急激に増えている。
問 　利用定員数と運営施設は。
答　利用定数は 801名の予定で認定こども園、保
育園、地域の幼児学園、公民館等が運営している。
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建設経済常任委員会

　農林振興課・商工観光課・畜産課・耕地課・産業振興課・建設課・水道課・建
設水道課・農業委員会事務局の所管に属する事項を審査しました。

新地公園用地取得

農業公社設立に向けて 道の駅たからべきらら館
屋外便所改修

和牛日本一『鹿児島黒牛』

問　農業公社設立に向けての事業計画・収支計画
が出来ていない状況なので、設立出資金ではなく
設立準備補助金として予算計上すべきではないか。
答　JA・ナンチクと足並みを揃えるため今回の予
算計上となった。畜産を中心に進める予定であっ
たが、準備委員会で繁殖センターは初期投資が大
きいため計画からはずし、受委託作業とコントラ
クター事業から始める。
意見　7月設立は時期尚早であり、事業内容や組織
確立に時間をかけて慎重に進めるべきではないか。

問 　屋外便所の建築年度は。
答　平成 14 年に建築されたが木材の傷みがひど
く同じ場所に建て替えをするものである。
意見　きらら館の便所改修については、建築後
15年しか経過しておらず、耐用年数 25年を考慮
して設計すべきである。

問　道の駅すえよしに設置する和牛日本一『鹿児
島黒牛』PR事業の和牛像の費用対効果はあるのか。
答　県境である曽於市で、産地として肉用牛を
PR するために県と協議した。平成 30 年 10 月に
農業クラブ全国大会が鹿児島県で開催、平成 32
年度ホルスタイン全国大会が都城市で開催される
など和牛日本一の PRにつながる。

問　新地公園用地取得費の駐車場整備は、グラウ
ンドゴルフ場のものか。また、今後の事業計画は。
答　協会や利用者から駐車場が少ないとの声があ
り、今回取得することとなった。土地取得交渉を
継続している区域を除き、今回で終わりである。

7 ☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。



「
国
民
健
康
保
険
条
例
」
一
部
改
正

　

法
改
正
に
伴
い
、
県
内
の
国
民
健
康
保
険
の
統
一
的
な
運
営
方
針

が
定
め
ら
れ
、
県
内
市
町
村
の
葬
祭
費
支
給
額
を
３
万
円
か
ら
県
内

統
一
の
２
万
円
に
引
き
下
げ
る
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
で

す
。

　

な
ぜ
１
万
円
引
き
下
げ
る
の
か
。

　

県
内
市
町
村
は
１
万
円
〜
３
万
円
の
支
給
で
あ
り
、
そ
の
中
で

２
万
円
支
給
が
多
か
っ
た
た
め
、
２
万
円
に
統
一
し
た
。

　

差
額
分
の
１
万
円
は
一
般
会
計
で
対
応
す
べ
き
で
は
。

　

一
般
会
計
で
の
対
応
も
検
討
し
た
が
、
一
般
会
計
は
国
民
健
康

保
険
加
入
者
だ
け
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
措
置
は
と
ら
な
か
っ
た
。

　

現
行
３
万
円
の
葬
祭
費
の
支
給
を
続
け
な
が
ら
今
年
６
月
議

会
ま
で
に
、
本
市
独
自
の
支
援
策
の
検
討
が
あ
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
な

対
応
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

「
後
期
高
齢
医
療
に
関
す
る
条
例
」
一
部
改
正

　

法
改
正
に
伴
い
、
住
所
地
特
例
の
規
定
を
改
正

す
る
も
の
で
、
長
期
入
院
や
入
所
等
で
住
所
変
更
し
た
場
合
転
入
先

の
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
た
が
、
前
の
住
所
地
の
被
保
険
者
と
な
る

よ
う
見
直
さ
れ
た
改
正
で
す
。

「
地
域
福
祉
基
金
条
例
」
一
部
改
正

　

『
曽
於
市
福
祉
基
金
』
か
ら
『
曽
於
市
地
域
福
祉
基
金
』
に
名
称

を
改
め
、
預
金
利
息
の
運
用
し
か
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
、
取
り
崩

し
可
能
な
基
金
と
す
る
改
正
で
す
。

「
介
護
保
険
条
例
」
一
部
改
正

　

第
１
号
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
保
険
料
額
を
定
め
る
改
正
で

す
。
国
の
介
護
保
険
の
制
度
改
正
を
考
え
た
場
合
、
基
金
を
投
入
し

て
も
、
財
源
に
不
足
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
保
険
料
の
引

き
上
げ
で
財
源
の
確
保
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
で
す
。

賛
成
少
数

否　

決

全
会
一
致

可　

決

全
会
一
致

可　

決

賛
成
多
数

可　

決
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「
メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び　
　
　

　

管
理
に
関
す
る
条
例
」
一
部
改
正

　

メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
等
見
直
し
の
改
正
で
す
。

　

利
用
区
分
を
70
歳
に
引
き
下
げ
た
経
緯
は
。

　

財
部
・
大
隅
の
利
用
区
分
に
統
一
し
た
。

「
末
吉
道
の
駅
レ
ス
ト
ラ
ン
の
家
賃
引
き
上
げ
の

　

条
例
」
一
部
改
正

　

施
設
増
築
の
た
め

160,470円
↓

195,270円
に
改
め
る
条
例
で
す
。

　

昨
年
4
月
か
ら
面
積
が
広
く
な
っ
て
い
る
。
条
例
を
改
訂
し
な

い
ま
ま
、
家
賃
の
引
き
上
げ
が
、
29
年
度
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
条

例
に
基
づ
か
な
い
予
算
は
条
例
違
反
で
は
な
い
か
。

　

条
例
改
正
が
、速
や
か
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
お
詫
び
し
、

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
。

「
地
域
振
興
住
宅
条
例
」
一
部
改
正

　

見
帰
団
地
（
末
吉
）
・
中
野
団
地
（
大
隅
）
・
泊
ヶ
山
団
地
（
財

部
）
・
片
平
団
地
（
財
部
）
に
地
域
振
興
住
宅
を
新
設
し
た
た
め
の

改
正
で
す
。

　

地
域
振
興
住
宅
入
居
希
望
者
の
選
定
し
た
地
域
と
人
口
増
対
策

の
地
域
と
の
兼
ね
合
い
は
ど
う
か
。

　

入
居
者
選
考
審
査
会
で
申
込
者
の
子
ど
も
数
や
地
域
性
等
の
選

考
基
準
を
基
に
審
査
し
、
入
居
優
先
順
位
を
決
定
し
、
入
居
者
を
決

定
し
て
る
。

全
会
一
致

可　

決

全
会
一
致

可　

決

全
会
一
致

可　

決

　旧財部北中学校を（有）サイ
バーウェーブに引き続き無償貸付する
ものである。たからべ森の学校は、（有）
サイバーウェーブの運営する職業訓練
校である。

　森の学校で職業訓練を受けて
も、曽於市に受け入れ先や住むところが
ないために近隣地へ移住したのは、もっ
たいない。独身の方が市営住宅へ入れる
ような対策や民間の住宅を市が借り上げ
て貸し出す等改善すべき。

全会一致
可　決

9 ☆誰もが政治家に寄付を求めることは禁止されています。（公職選挙法より）



　

現
在
、
財
部
中
央
分
団
詰
所
の
隣
に
曽
於
消
防
署

財
部
分
署
を
建
設
予
定
で
あ
る
が
、
購
入
予
定
地
の

80
㎡
が
未
購
入
で
あ
る
。
こ
の
た
め
中
央
分
団
員
の

駐
車
場
が
確
保
で
き
て
い
な
い
。
よ
っ
て
駐
車
場
が

確
保
で
き
る
ま
で
財
部
分
署
建
設
工
事
費
の
執
行
を

留
保
す
る
決
議
を
行
う
。

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

総
合
整
備
計
画

L=310m 

L=1,160m 

L=900m 
(670m+150m+80m) 

L=200m 

 
L=430m→ L=300m 

総
務
常
任
委
員
会

各常任委員会では、付託となった議案について審査を行いました。
＊ 委員会付託とは・・議会に提案された議案などの審査を担当の
委員会へ依頼すること。
　委員会審査が終わると委員長は、本会議でその結果を報告し審
査結果を参考に議決 します。

委員会
報　告

行
政
改
革
推
進
委
員
の
構
成

　

行
政
改
革
推
進
委
員
の
構
成
と

審
議
内
容
は
。

　

平
成
27
年
度
に
平
成
37
年
度
ま

で
の
10
年
間
の
第
2
次
行
政
改
革
大

網
を
策
定
し
た
。
今
年
度
は
将
来
を

見
据
え
た
効
率
的
な
組
織
再
編
や
庁

舎
の
改
修
、
建
て
替
え
、
規
模
等
に

つ
い
て
検
討
す
る
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
い
。
メ
ン
バ
ー
は
10
名
以
内
で

1
名
は
大
学
教
授
等
、
9
名
は
市
民

の
方
を
考
え
て
る
。

　

全
員
協
議
会
で
、
庁
内
検
討

に
よ
る
本
庁
・
支
所
機
能
再
編
計

画
（
案
）
が
説
明
さ
れ
た
が
突
然
の

話
で
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
市
の
現
状
と

方
向
性
を
市
民
に
情
報
を
提
供
す
べ

き
。

消
防
設
備
事
業

　

減
額
の
理
由
は
。

　

防
火
水
槽
設
置
は
今
回
５
基
分

申
請
し
た
が
国
の
採
択
が
２
基
分
だ

け
で
あ
っ
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
減
少

　

な
ぜ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
7

名
か
ら
2
名
に
減
っ
た
の
か
。

　

１
名
が
他
の
大
き
な
企
業
へ
の

転
職
、
２
名
が
体
調
不
良
、
あ
と
は

個
人
的
理
由
に
よ
る
。

生
活
排
水
処
理
事
業

　

空
き
家
等
で
休
止
に
な
っ
て
い

る
件
数
は
。

　

休
止
は
現
在
49
基
で
あ
る
。

曽於市議会だより　№ 52　H30 年５月１日発行 10



建
設
経
済
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

教
育
長
と
教
育
委
員
長
の
一
本
化

（
法
改
正
に
伴
う
一
本
化
で
あ
る
）

　

新
教
育
長
の
任
期
は
。

　

今
ま
で
の
4
年
か
ら
3
年
の
任

期
と
な
る
。

　

任
命
方
法
は
。

　

首
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
直

接
任
命
・
罷
免
を
行
う
。

学
校
給
食
費
負
担
軽
減
補
助

　

新
規
事
業
だ
が
内
容
は
。

　

給
食
費
の
3
分
の
1
を
目
安

に
、
小
・
中
学
生
に
補
助
す
る
も
の

で
、
財
源
は
思
い
や
り
ふ
る
さ
と
基

金
を
活
用
し
た
い
。

農
地
利
用
最
適
化
交
付
金

　

交
付
金
の
内
容
は
。

　

平
成
28
年
度
農
地
法
改
正
に
よ

り
、担
い
手
農
家
等
へ
の
農
地
集
積
、

遊
休
農
地
の
解
消
等
の
業
務
が
必
須

と
な
っ
た
。

廃
プ
ラ
置
き
場
造
成

　

廃
プ
ラ
置
き
場
造
成
工
事
は
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

に
伴
い
、
有
機
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に

仮
置
き
場
を
造
成
し
、
同
セ
ン
タ
ー

の
計
量
器
で
対
応
す
る
も
の
で
あ

る
。

市
営
住
宅
の
使
用
料

　

使
用
料
の
滞
納
状
況
は
。

予
防
接
種
・
健
康
診
査
・　

健
康
相
談

　

事
業
へ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

市
単
独
の
10
事
業
を
含
め
47
の

事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
目
標
値
を
決

め
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
受
診
率

を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
。

文
化
財
整
備

　

恒
吉
城
跡
に
つ
い
て
は
、
未
だ

に
県
・
国
指
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　

現
在
、
国
の
調
査
官
が
入
り
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
国
の
指

定
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。

　

滞
納
者
は
減
少
し
て
い
る
が
、

高
額
滞
納
は
過
年
度
分
が
多
く
不
納

欠
損
の
対
象
者
が
多
い
。

水
道
事
業
の　
　
　
　
　
　

経
営
戦
略
策
定
業
務

　

業
務
委
託
の
内
容
は
。

　

こ
れ
か
ら
の
水
道
事
業
経
営
戦

略
に
つ
い
て
策
定
す
る
も
の
で
、
使

用
料
の
改
定
時
期
な
ど
、
平
成
31
年

度
中
に
策
定
し
、
平
成
32
年
度
実
施

す
る
計
画
で
あ
る
。

笠
木
簡
易
水
道
事
業

　

栫
井
地
区
と
接
続
し
て
あ
る

が
、
水
量
に
問
題
は
な
い
か
。

　

将
来
を
見
据
え
て
の
接
続
で
あ

り
、
平
成
32
年
度
ま
で
は
使
用
す
る

予
定
は
な
い
。

11 ☆政治家が病気見舞いを出すことは禁止されています。（公職選挙法より）



　市議会では、市民の皆さまに議会の活動を報告し、皆さまの声をお聞きし、今後の議会

活動に活かすため、『議会報告会』を開催いたします。

　当日市議会へのご質問等がございましたら別紙、質問書『あなたの声を聞かせて
ください』にて議会事務局まで提出いただきますようお願いいたします。

《問い合わせ先》　曽於市議会事務局
　TEL　0986-76-8816（直通）　FAX　0986-76-8901

　メール　gikai@city.soo.lg.jp
　曽於市ホームページ　http://www.city.soo.kagosima.jp/

☆開催日時　平成 30 年５月 27 日（日）午後１時 30分～３時 00 分

☆内　容
◎３月議会で決まった平成 30年度予算や議会での対応状況を報告します。
◎市の政策や議会に対する意見・要望等を聞き、今後の議会活動に活かします。

☆会場及び班構成

実施班 会場 班構成

１班 大隅中央公民館
重久　昌樹　　鈴木　栄一　　岩水　豊　　今鶴　治信
土屋　健一　　渡辺　利治　　原田　賢一郎

２班 財部中央公民館
松ノ下　いずみ　　上村　龍生　　宮迫　勝
九日　克典　　伊地知　厚仁　　山田　義盛

３班 末吉中央公民館
渕合　昌昭　　大川内　冨男　　海野　隆平
久長　登良男　　谷口　義則　　迫　杉雄　　徳峰　一成

平成 30年度　議会報告会を開催します
あなたの声を聞かせてください
参加は自由です。どなたでもお気軽にお越しください。
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あなたの声を聞きかせてください！ 
記入日 平成３０年５月   日  

氏  名 
 

性 別 男 ・ 女 

住  所 
〒８９９－ 
曽於市 大隅町・財部町・末吉町           番地 

年  齢 ～10 代 ・ 20 代 ・ 30 代 ・ 40 代 ・ 50 代 ・ 60 代 ・ 70 代～ 

ご質問・ご提言等 

 

 

 

 

 

 

受付締切 平成 30年５月１0日（木）まで 

【注意事項】 

○当日ご持参いただいても結構ですが，ご質問内容によりお答えできない場合がありま

す。 
○誹謗中傷，プライバシーの侵害，公序良俗に反する内容及び営利活動に関わるものは，

受付いたしません。 
○匿名や住所・氏名の記載がないものについては回答いたしません。 
○議員個人へのご意見やご提言などは議会として回答いたしません。 
○記載していただいた氏名・住所等の個人情報については，お寄せいただいたご意見に

対して回答する際に必要とするものであり，これ以外の目的利用はいたしません。 

 

【送付先】曽於市役所 本庁３階 議会事務局 
(曽於市末吉町二之方 1980 番地) 電話 0986-76-8816 

※ FAX・メールでも受付いたします。 

FAX 0986－76－8901 

ﾒｰﾙ gikai@city.soo.lg.jp 



市政を問う
一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。

・環境対策について
・就学援助について
・職員、臨時職員等の待遇改善について

宮迫　勝 議員 P18

・思いやりふるさと寄附金推進事業について
・岩川小学校改築の計画について
・桜ヶ丘市営住宅建て替えについて

岩水　豊 議員 P23

・ 県営土地改良事業（シラス対策事業）
　竹山地区について
・定住促進事業について
・再造林の推進について
・農業公社設立について
・ヘルプカードの普及推進について

伊地知　厚仁 議員 P17

・定住・移住促進について
・農業公社について
・林業振興について

今鶴　治信 議員 P22

・消防行政について
・農業政策について
・財部駅周辺の開発について

久長　登良男 議員 P16

・道路管理について
・河川管理について
・大川原キャンプ場周辺状況について

松ノ下　いずみ 議員 P21

・民間ホテルの誘致について
・ 高原病院の移転問題と末吉中央公民館の
　対応について

海野　隆平 議員 P15

・なぜ、介護保険料値上げの提案か
・子牛の100万円以上の税申告について
・指定管理制度の改善を
・ 市民のなかで広がる貧困化の実態と
　その対策を

徳峰　一成 議員 P20

・大隅町アヤベ㈱九州工場火災事案について
・職員の安全管理について
・財政状況について
・高規格道路都城志布志道路橋野
　インターチェンジ設置について

上村　龍生 議員 P14

・蔵之町地区廃ビニール洗浄施設について
・曽於市内地域外からの入学、転校について
・市営住宅の空き家について
・大隅町アヤベ㈱九州工場火災について

渕合　昌昭 議員 P19

一般質問
10名の議員登壇

13 ☆政治家が落成式、開店祝い等への花輪を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）



市
長
／ 

会
社
再
建
・
従
業
員
雇
用
支
援
を
行
い
た
い

大
隅
町
ア
ヤ
ベ
㈱
九
州
工
場
火
災
支
援
策
は

ちょっと

　ひとりごと

　

今
の
と
こ
ろ
軽
微
な
事

故
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
状

況
が
続
く
と
重
大
な
事
故
発

生
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。
発

生
件
数
減
少
対
策
は
。

　

全
職
員
へ
安
全
運
転

徹
底
の
周
知
や
、講
話
、リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
講
じ
て
、
交
通
事

故
減
少
、
根
絶
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

　

机
上
の
対
策
だ
け
で
な

く
、
全
職
員
向
け
実
技
運
転

講
習
等
の
体
験
学
習
も
必
要

で
は
な
い
か
。

　

今
後
計
画
し
た

い
。

　

地
域
住
民
か
ら
、
高
規

格
道
路
都
城
志
布
志
道
路
橋

野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置

に
よ
り
、
都
城
、
志
布
志
へ

の
移
動
時
間
の
短
縮
、
こ
れ

に
伴
い
生
活
の
利
便
性
、
人

口
減
少
の
歯
止
め
、
救
急
医

療
、
災
害
時
の
対
応
等
様
々

な
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る

と
の
観
点
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
の
陳
情
が
な

さ
れ
た
が
、市
長
の
認
識
は
。

　

地
元
か
ら
設
置
要
望

が
市
及
び
鹿
児
島
県
に
出
さ

れ
、
大
隅
地
域
振
興
局
と
協

議
を
重
ね
て
き
た
。
市
の
多

額
の
事
業
負
担
と
期
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
る
か
が
課
題
と

考
え
る
。

　

今
後
の
会
社
の
再
建
の

方
向
性
は
。

　

市
と
し
て
は
、
現
地

に
会
社
再
建
を
し
て
ほ
し
い

と
伝
え
て
い
る
。
た
だ
、
同

社
は
再
建
に
つ
い
て
、
現
時

点
で
再
建
の
気
持
ち
は
あ
っ

て
も
言
え
る
段
階
で
は
な
い

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　

市
当
局
の
、
会
社
再
建

や
元
従
業
員
雇
用
に
関
す
る

支
援
策
は
。

　

設
備
投
資
や
従
業
員

の
雇
用
に
関
し
て
、
市
の
条

例
に
基
づ
き
支
援
し
た
い
。

　

近
年
の
公
用
車
事
故
発

生
件
数
の
推
移
は
。

　

こ
こ
数
年
は
増
加
傾

向
で
あ
る
。

職
員
の
安
全
管
理
・
交
通
事

故
対
策
は

高
規
格
道
路
橋
野
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
は

上村　龍生 議員

政策の、善し悪しは

今ではなく歴史が証明！

工事中の高規格道路橋野付近
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中
央
公
民
館
の
敷
地
面

積
と
、
駐
車
場
の
面
積
は
。

　

中
央
公
民
館
の
移
転
先

に
つ
い
て
は
。

　

売
却
方
向
で
代
替
地

を
検
討
し
て
い
る
。
総
合
的

に
判
断
し
た
い
。

　

資
金
調
達
、
建
設
計
画

を
含
め
ナ
ガ
ヤ
マ
と
の
話
し

は
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。具
体
性
は
あ
る
の
か
。

　

代
表
取
締
役
永
山
弘

人
氏
か
ら
以
前
提
案
が
あ
っ

た
「
ホ
テ
ル
そ
お
」
の
事
業

計
画
書
を
、
再
度
検
討
し
て

も
ら
い
、
自
己
資
金
と
金
融

機
関
か
ら
の
融
資
、
民
間
企

業
か
ら
の
支
援
な
ど
協
議
中

で
あ
る
。

　

ナ
ガ
ヤ
マ
以
外
の
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
を
誘
致
す
る
目

途
は
あ
る
の
か
。

　

神
奈
川
県
横
浜
市
の

Ａ
Ｆ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
コ
ン

サ
ル
に
依
頼
し
て
い
る
。
屋

久
島
町
出
身
の
会
社
経
営
者

で
あ
り
、
ホ
テ
ル
経
営
の
実

績
も
あ
る
。
本
市
の
ホ
テ
ル

建
設
に
つ
い
て
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
。
じ
っ
く
り
と

進
め
て
い
き
た
い
。

　

医
療
拠
点
と
し
て
の
高

原
病
院
の
位
置
づ
け
は
。

　

街
中
心
部
に
あ
る
高

原
病
院
は
、
市
民
の
健
康
及

び
生
命
を
守
る
大
事
な
基
幹

病
院
で
あ
る
。

　

病
院
の
新
設
と
駐
車
場

確
保
と
併
せ
て
末
吉
中
央
公

民
館
の
土
地
取
得
に
関
す
る

要
望
書
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
受
け
取
っ
た
か
。

　

末
吉
中
央
公
民
館
は

昭
和
37
年
建
設
で
、
耐
震
基

準
に
満
た
な
い
た
め
、
現
地

建
替
な
ど
含
め
公
民
館
施
設

整
備
検
討
委
員
会
で
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
土
地
建
物
評

価
額
を
算
出
す
る
た
め
、
平

成
30
年
度
当
初
予
算
案
に
評

価
額
鑑
定
委
託
料
を
計
上
し

た
。
協
力
で
き
る
も
の
は
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

民
間
ホ
テ
ル
の
誘
致
は

ちょっと

　ひとりごと

高原病院の移転につい

ては 5 年前から話しが

あった。

海野　隆平 議員

高原病院の移転問題と末吉中
央公民館の対応は
市長／ 末吉中央公民館の売却については総合的に

判断しながら検討していきたい

末吉中央公民館

15 ☆政治家が運動会やスポーツ大会に差し入れすることは禁止されています。（公職選挙法より）



市
長
／ 

財
部
中
央
分
団
詰
所
に
隣
接
す
る
買
収
地
に
建
築

す
る
計
画
で
あ
る

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合
財
部
分

署
新
築
場
所
は

ちょっと

　ひとりごと

　

財
部
中
央
分
団
員
の
駐

車
場
に
つ
い
て
問
題
は
な
い

か
。　

問
題
は
な
い
と
思

う
。

　

今
後
取
り
組
み
を
希
望

さ
れ
て
い
る
地
区
は
。

　

14
団
地
が
整
備
を
希

望
、
5
団
地
が
取
り
組
み
を

検
討
中
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
区
画
整
備
及

び
圃
場
整
備
が
必
要
な
地
域

は
な
い
か
。

　

整
備
を
必
要
と
す
る

地
域
が
あ
る
。

　

財
部
駅
周
辺
の
開
発

は
。

　

財
部
駅
を
活
か
し
、

地
元
食
材
を
活
用
し
た
居
酒

屋
な
ど
が
入
っ
た
屋
台
村

を
、
今
年
度
設
置
す
る
商
店

街
活
性
化
検
討
委
員
会
で
協

議
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

　

空
き
家
が
多
く
街
の
機

能
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
認

識
さ
れ
て
い
る
か
。

　

財
部
駅
周
辺
か
ら
県

道
2
号
線
と
市
役
所
財
部
支

所
一
帯
は
、
空
き
家
が
多
い

状
態
と
認
識
し
て
い
る
。

　

曽
於
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み

は
。　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
20
年
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
で
あ
り
、
市

民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
。

　

建
築
の
目
途
は
い
つ
か
。

　

平
成
30
年
度
に
実
施

設
計
と
地
質
調
査
を
し
、
10
月

か
ら
本
体
工
事
に
着
工
、
来
年

3
月
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

　

計
画
予
定
地
は
、
交
差

点
、
通
学
路
及
び
駐
車
場
等

を
考
え
た
と
き
に
問
題
だ
と

思
う
が
。

　

他
の
地
域
で
も
交
差

点
近
く
に
建
築
さ
れ
て
い
る

所
も
あ
る
。
ま
た
駐
車
場
に

つ
い
て
も
問
題
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。

久長　登良男 議員

人口増対策は

まちの開発が急務だ

計画予定地

財部駅の全景

現在の財部分署

圃
場
整
備
の
現
状
は

財
部
駅
周
辺
の
開
発
は
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降
水
量
1
時
間
あ
た

り
66
㎜
、
毎
秒
15
ｔ
で
計
画

し
、
暗
渠
部
分
は
90
㎝
か
ら

１
５
０
㎝
へ
変
更
す
る
の
で

対
応
で
き
る
。

　

排
水
は
月
野
川
へ
流
す

が
月
野
川
の
対
策
は
。

　

管
理
者
で
あ
る
、
鹿

児
島
県
へ
現
状
の
説
明
や
河

川
改
修
等
に
つ
い
て
も
、
陳

情
・
要
望
等
を
し
て
い
る
。

　

定
住
促
進
事
業
で
の
分

譲
、
支
援
事
業
は
。

　

今
回
2
地
区
を
宅
地

分
譲
す
る
。
今
後
も
用
地
の

取
得
や
、
分
譲
地
建
設
の
要

望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。
支

援
は
住
宅
政
策
と
保
護
者
負

担
軽
減
な
ど
、
子
育
て
支
援

の
充
実
と
新
規
就
農
や
、
企

業
誘
致
、
雇
用
対
策
な
ど
支

援
に
努
め
る
。

　

再
造
林
の
状
況
は
。

　

森
林
の
伐
採
面
積
が

年
々
増
え
て
い
る
。
平
成
28

年
度
は
４
０
０
ha
を
越
え
て

い
る
。
再
造
林
は
進
ま
ず
、

関
係
者
も
限
界
で
あ
る
が
今

後
も
協
議
を
進
め
再
造
林
を

支
援
し
て
い
く
。

　

災
害
時
の
流
木
対
策
は
。

　

流
木
対
策
は
残
さ
流

出
防
止
や
地
ご
し
ら
え
を
関

係
者
に
推
進
し
て
い
く
。

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及

推
進
の
状
況
は
。

　

広
域
的
な
取
り
組
み

が
大
切
で
、
県
と
協
議
し
て

導
入
に
向
け
て
検
討
す
る
。

※ 

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
、『
障

が
い
の
あ
る
、
手
助
け
を

必
要
と
す
る
人
』
と
『
手

助
け
を
す
る
方
』
を
つ
な

ぐ
た
め
の
意
思
表
示
カ
ー

ド
で
す
。

　

農
業
公
社
設
立
で
の
Ｊ

Ａ
・
ナ
ン
チ
ク
・
市
の
役
割

は
。　

運
営
形
態
、
設
立
時

期
、
出
資
金
の
割
合
、
事
務

所
の
位
置
、
予
算
措
置
に
つ

い
て
合
意
し
て
い
る
。
当
初

は
農
作
業
受
委
託
作
業
と
農

作
業
サ
ポ
ー
ト
支
援
、
自
社

直
営
事
業
を
計
画
し
て
い

る
。

　

竹
山
地
区
シ
ラ
ス
対
策

事
業
で
の
排
水
は
。

県
営
土
地
改
良
事
業
（
シ
ラ

ス
対
策
事
業
）
の
現
状
は

定
住
促
進
事
業
に
関
す
る

支
援
は

再
造
林
の
推
進
の
状
況

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及
推
進

ちょっと

　ひとりごと

曽於市の農業を守る

事業でありたい。

伊地知　厚仁 議員

農業公社の進捗は

市長／ 大枠で合意している

受委託作業中

ヘルプカード
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市
長
／ 

県
と
立
入
り
調
査
・
指
導
し
て
い
る

景
観
と
安
全
・
安
心
を
守
れ

ちょっと

　ひとりごと

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

で
苦
情
等
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ま
で
に
6
件
ほ

ど
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
県
全
体
で
規
制
強
化
で

き
る
よ
う
、
県
に
提
案
し
て

い
き
た
い
。

　

臨
時
職
員
の
人
数
は
。

　

臨
時
職
員
１
３
６

名
、
非
常
勤
職
員
78
名
、
合

計
２
１
４
名
で
あ
る
。

　

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

賃
金
・
報
酬
引
き
上
げ
を
望

む
声
が
あ
る
が
。

　

臨
時
職
員
は
日
額
単

価
で
平
成
28
年
度
１
０
０

円
、
平
成
29
年
度
は
２
０
０

円
引
き
上
げ
た
。
今
後
も
随

時
検
討
し
た
い
。
非
常
勤
職

員
は
平
成
30
年
度
に
、
5
職

種
に
つ
い
て
引
き
上
げ
る
予

定
で
あ
る
。

　

臨
時
職
員
の
待
遇
に
関

す
る
国
の
法
律
が
改
正
さ
れ

た
が
。

　

平
成
32
年
度
よ
り
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
な

り
、
期
末
手
当
や
退
職
手
当

の
支
給
が
可
能
に
な
る
。
こ

れ
に
は
条
例
改
正
が
必
要
と

な
る
。

　

就
学
援
助
で
入
学
準
備

金
の
支
給
状
況
は
。

　

中
学
校
の
新
入
生

は
2
月
に
支
給
す
る
。
小
学

校
の
新
入
生
に
つ
い
て
は
、

ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が
あ

り
、
入
学
前
支
給
の
決
定
に

至
っ
て
い
な
い
。

　

手
続
き
の
中
で
民
生
委

員
の
意
見
を
求
め
る
項
目
が

あ
る
が
必
要
か
。

　

努
力
義
務
で
あ
り

強
制
で
は
な
い
。

　

末
吉
道
の
駅
近
く
に
、

農
機
具
等
が
う
ず
高
く
積
ま

れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
市

民
か
ら
「
道
路
に
崩
れ
て
こ

な
い
か
心
配
だ
」
と
い
う
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
景
観
や

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

条
例
等
は
完
備
し
て
い
る
の

か
。　

景
観
等
を
規
制
す
る

条
例
等
は
な
い
が
、
環
境
基

本
条
例
を
も
と
に
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
立
入
り
調

査
・
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

塀
の
中
で
し
っ
か
り
と

管
理
す
る
よ
う
に
指
導
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

頑
丈
な
塀
を
設
置
し

て
、
塀
の
高
さ
を
超
え
て
積

ま
な
い
よ
う
に
指
導
を
し
て

い
る
。

臨
時
職
員
等
の
待
遇
改
善

就
学
援
助

宮迫　勝 議員

強制力のある

条例が必要です。

崩れてこないか心配な農機具
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事
業
者
の
財
産
で
あ

る
以
上
、
行
政
と
し
て
限
界

が
あ
り
引
き
続
き
粘
り
強
く

撤
去
の
交
渉
を
重
ね
て
い
く
。

　

人
口
減
少
対
策
に
古
い

市
営
・
市
有
住
宅
を
撤
去
し

て
有
効
活
用
の
考
え
は
。

　

耐
用
年
限
が
木
造
住

宅
の
場
合
30
年
、
準
耐
火
構

造
は
45
年
以
上
の
空
き
家
に

つ
い
て
、
用
途
廃
止
し
た
住

宅
は
解
体
撤
去
し
、
更
地
に

し
て
財
政
課
へ
所
管
替
え
し

た
う
え
で
宅
地
分
譲
等
を
検

討
し
て
い
く
。

　

昨
年
末
テ
レ
ビ
・
新
聞

等
で
報
道
さ
れ
た
ア
ヤ
ベ
㈱

九
州
工
場
火
災
に
つ
い
て
そ

の
後
の
現
状
は
。

　

撤
去
等
の
見
積
も
り

が
終
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、

現
場
に
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

あ
る
。

　

従
業
員
が
パ
ー
ト
を
含

め
80
名
近
く
が
働
い
て
い
た

が
、
そ
の
後
の
現
状
は
。

　

従
業
員
の
2
月
以
降

給
料
等
は
火
災
前
の
待
遇
が

保
障
さ
れ
、
解
雇
さ
れ
た
従

業
員
の
給
料
等
は
会
社
規
定

に
よ
り
1
月
分
ま
で
支
払
わ

れ
て
い
る
。

　

大
規
模
校
か
ら
小
規
模

校
へ
の
転
入
学
の
現
状
は
。

　

現
在
、
特
認
校
制

度
を
導
入
し
て
い
る
小
規
模

校
は
、
高
岡
小
・
中
谷
小
学

校
で
あ
る
。

　

通
学
区
域
の
基
準
は
。

　

通
学
区
域
に
関
す

る
規
則
で
は
番
地
で
は
な
く

集
落
単
位
に
設
定
し
て
い

る
。

　

蔵
之
町
地
区
に
廃
ビ

ニ
ー
ル
の
問
題
か
ら
早
々
3

年
。
現
在
ま
で
の
現
状
は
。

　

昨
年
3
月
議
会
で

一
般
質
問
を
受
け
て
市
民
課

で
は
7
月
に
社
長
と
面
談
を

行
っ
た
。
今
後
の
計
画
と
徹

去
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
計
画

書
等
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

今
後
行
政
と
し
て
の
取

り
組
み
及
び
内
容
は
。

築
年
数
の
古
い
市
営
・
市

有
住
宅
の
状
況
は

大
隅
町
ア
ヤ
ベ
㈱
九
州
工

場
火
災
後
の
現
状
は

通
学
区
域
外
か
ら
の
入
学
、

転
校
の
現
状
は

ちょっと

　ひとりごと

アヤベ九州工場で働いて

いた皆さん 1日も早い元

の生活になりますように

渕合　昌昭 議員

蔵之町地区廃ビニール施設の
現状は
市長／ 撤去の交渉を重ねていく

放置されている廃ビニール

再建が望まれるアヤベ工場
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市
長
／ 

保
険
料
に
不
足
が
生
じ
る
た
め
で
あ
る

な
ぜ
、介
護
保
険
料
値
上
げ
の
提
案

ちょっと

　ひとりごと

　

一
頭
１
０
０
万
円
を
超

え
る
農
家
が
増
え
て
お
り
、

確
定
申
告
が
必
要
な
た
め
農

家
に
戸
惑
い
が
み
ら
れ
る
。

市
は
こ
れ
ら
の
農
家
に
、
早

め
の
通
知
と
、
て
い
ね
い
な

援
助
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

昨
年
は
、
１
０
０
万

円
を
超
え
た
農
家
は
２
８
３

戸
で
４
４
５
頭
で
あ
っ
た
。

今
後
通
知
を
出
し
、
対
応
し

て
い
く
。

　

合
併
後
、
市
の
お
も
な

施
設
の
管
理
が
指
定
管
理
制

度
に
変
わ
っ
た
。
た
だ
入
札

選
考
基
準
が
統
一
さ
れ
て
い

な
い
、
あ
る
い
は
協
定
書
の

締
結
が
遅
い
な
ど
改
善
す
べ

き
点
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。　

指
摘
さ
れ
た
点
は
、

参
考
に
し
て
改
善
し
た
い
。

　

高
齢
者
の
多
く
が
わ
ず

か
な
年
金
収
入
で
あ
る
な

ど
、
市
民
の
な
か
で
貧
困
化

と
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。

様
々
な
角
度
か
ら
、
今
後
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。
副
収
入
を
増
や
す
こ
と

な
ど
市
の
対
策
は
。

　

今
後
検
討
し
て
い
く
。

　

介
護
保
険
料
の
値
上
げ

が
議
会
に
提
案
さ
れ
て
い

る
。
な
ぜ
、
値
上
げ
が
必
要

か
。　

利
用
者
増
や
人
件
費

の
引
き
上
げ
な
ど
で
、
保
険

料
に
不
足
が
生
じ
た
た
め
で

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
介
護
保
険
の

歳
出
は
増
え
て
い
な
い
。
一

方
歳
入
は
、
子
牛
の
高
値
な

ど
で
保
険
料
収
入
が
増
え
て

い
る
。
現
状
で
値
上
げ
は
必

要
な
く
、
賛
成
で
き
な
い
。

　

曽
於
市
の
保
険
料
は

県
内
で
は
下
位
で
あ
る
。
今

回
の
引
き
上
げ
の
条
例
改
正

に
ご
理
解
を
得
た
い
。

子
牛
の
１
０
０
万
円
以
上

の
税
申
告

市
民
の
な
か
に
広
が
る
貧

困
化
と
そ
の
対
策
を

指
定
管
理
制
度
の
改
善
を

徳峰　一成 議員

介護保険料の値上げはしな

い、取り組みと努力を ! !

道の駅の商品（高齢者の副収入）
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周
回
道
路
の
整
備
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
未
更

新
の
ま
ま
だ
が
。

　

対
策
会
議
を
開
き
、

管
理
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

指
定
管
理
者
か
ら
の
情
報

も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

く
。

　

財
部
十
文
字
自
治
会
内

市
道
に
お
け
る
今
後
の
交
通

安
全
対
策
は
。

　

県
警
本
部
に
速
度
規

制
の
申
請
を
行
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
も
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

　

県
道
４
９
１
号
大
川

原
・
小
村
線
の
草
払
い
の
今

後
の
対
策
は
。

　

危
険
で
草
払
い
が
必

要
な
箇
所
が
あ
れ
ば
、
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
対
応
し
て
い

く
。

　

溝
ノ
口
川
の
桐
原
自
治

会
周
辺
の
寄
り
州
除
去
の
対

策
は
。

　

平
成
30
年
度
に
桐
原

の
滝
の
下
流
か
ら
自
治
会
周

辺
ま
で
除
去
が
実
施
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

　

桐
原
の
滝
遊
歩
道
の
防

護
柵
が
壊
れ
て
い
る
が
、
現

状
を
把
握
さ
れ
て
い
る
の

か
。　

平
成
22
年
の
災
害
に

よ
り
崩
壊
し
た
。
今
後
、
安

全
柵
を
設
置
し
て
の
整
備

か
、
全
体
的
な
整
備
か
検
討

し
て
い
く
。

　

山
中
の
テ
ン
ト
・
遊
歩

道
・
滝
下
公
園
の
対
策
は
。

道
路
管
理

河
川
管
理

ちょっと

　ひとりごと

曽於の財（宝）が

埋もれている

松ノ下　いずみ 議員

大川原キャンプ場周辺の維持
管理は
市長／ 今後安全性を含め管理していく

早期改修が望まれる防護柵

狭くて草が繁る県道

早期除去が望まれる溝ノ口川
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市
長
／ 
今
後
は
地
域
振
興
住
宅
に
か
わ
る

　
　
　

宅
地
造
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

定
住
・
移
住
促
進
対
策
は

ちょっと

　ひとりごと

　

具
体
的
な
定
住
促
進
対

策
は
。

　

平
成
29
年
度
は
末
吉

の
堂
園
地
区
と
大
隅
の
坂
元

地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
7
区
画
宅

地
造
成
す
る
。
平
成
30
年
度

は
大
隅
南
地
区
に
12
区
画
造

成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

公
社
の
事
業
内
容
と
設

置
場
所
は
。

　

事
業
内
容
は
、当
初
、

耕
種
部
門
の
農
作
業
受
委
託

作
業
を
考
え
て
い
る
。
公
社

設
立
後
、
国
の
補
助
事
業
を

活
用
し
て
、
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
事
業
の
機
械
整
備
を
図

り
粗
飼
料
の
生
産
と
販
売
、

受
委
託
に
取
り
組
む
。

　

維
持
費
は
い
く
ら
か
。

　

農
業
公
社
の
経
費
は
、

６
４
０
０
万
円
で
事
業
収
入

を
引
く
と
約
１
６
０
０
万
円

の
不
足
を
生
じ
る
見
込
み
で

あ
る
。

　

過
去
4
年
間
の
伐
採
面

積
と
植
林
面
積
は
。

　

現
在
、
植
林
の
あ
と
3

年
間
の
下
払
い
の
補
助
を
5

年
間
に
す
る
考
え
は
な
い

か
。　

今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

　

過
去
5
年
間
の
曽
於
市

外
へ
の
市
民
の
転
出
と
市
内

へ
の
転
入
の
人
数
は
。

　

過
去
３
年
間
の
転
出
・

転
入
の
年
代
別
は
。

農
業
公
社
事
業

林
業
振
興
事
業

今鶴　治信 議員

今、真剣に再造林に

取り組まないと

環境破壊の危惧

268
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寄
付
金
額
だ
け
で
な

く
、
経
費
が
7
億
5
千
6

百
万
円
か
か
り
2
億
8
千
万

円
が
、
実
質
活
用
で
き
る
こ

と
を
、
説
明
す
べ
き
で
は
。

　

市
政
説
明
会
な
ど
で

報
告
す
る
。

　

新
年
度
の
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
な
い
が
、
岩
川
高

校
跡
の
譲
渡
時
期
、条
件
は
。

　

県
と
の
譲
渡
契
約

が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
見

送
っ
た
。
4
月
に
無
償
譲
渡

契
約
の
予
定
。
公
共
施
設
と

し
て
活
用
が
条
件
で
あ
る
。

　

4
月
に
契
約
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
当
初
予
算
に
計
上

す
べ
き
で
は
。

　

6
月
議
会
に
補
正
予

算
で
提
案
し
た
い
。

　

17
億
円
以
上
の
大
型
事

業
で
あ
る
。
補
正
予
算
で
は

な
く
、
当
初
予
算
に
入
れ
る

べ
き
で
は
。

　

補
正
予
算
で
対
応
し

た
い
。

　

入
居
者
の
希
望
ど
お
り

現
地
建
て
替
え
か
。
今
後
の

計
画
は
。

　

現
地
建
て
替
え
で
。

平
成
31
年
度
着
工
、
平
成
32

年
度
完
成
予
定
で
、
4
〜
5

階
建
て
（
40
戸
）
と
木
造
2

階
建
て
2
棟
（
20
戸
）
を
予

定
。
で
き
る
だ
け
転
居
回
数

を
1
回
に
す
る
。
指
摘
の
と

お
り
、
入
居
者
に
再
三
の
計

画
見
直
し
で
、
迷
惑
を
お
か

け
し
た
。

　

寄
付
金
に
係
る
経
費
と

実
質
活
用
で
き
る
額
は
。

　

ま
た
、
他
市
町
村
へ
の
寄

付
額
は
。

　

活
用
で
き
る
額
は
、

約
2
億
9
千
万
円
に
な
る
。

岩
川
小
の
改
築
計
画
は

桜
ヶ
丘
団
地
の
建
て
替
え
は

ちょっと

　ひとりごと

ふるさと納税の全額は

活用できない

岩水　豊 議員

ふるさと納税の経費は
市長／ 返礼品及び事務経費を合わせると
　　　７億５千６百万円である

老朽化した市営住宅

ふ
る
さ
と
納
税
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

7 5 6
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曽於市へようこそ
～市内の地域振興住宅にお住まいのご家族を紹介します～

編

集

後

記

　

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

お
い
て
日
本
代
表
選
手
の

大
活
躍
に
多
く
の
国
民

が
、
感
動
と
勇
気
を
与
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

羽
生
結
弦
選
手
の
66
年

ぶ
り
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
2
大
会
連
続
金
メ

ダ
ル
獲
得
等
、
史
上
最
多

13
個
の
メ
ダ
ル
獲
得
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
10
個

の
メ
ダ
ル
獲
得
、
そ
れ
ぞ

れ
の
選
手
が
、
怪
我
や
挫

折
を
乗
り
越
え
競
技
に
打

ち
込
む
姿
に
日
本
中
が
、

感
動
の
渦
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

2
年
後
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
、
そ
し

て
鹿
児
島
国
体
も
開
催
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
曽
於
市
か

ら
も
活
躍
さ
れ
る
選
手
が

た
く
さ
ん
出
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
進
学
・
新
社
会

人
に
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
、

自
分
の
夢
に
向
っ
て
、
困

難
を
乗
り
越
え
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。　
　
（
今
鶴
）

　藤田さん一家は、今年 4月に志布志市から月野の振興住
宅に入居されました。
　真一さんは、月野出身で仕事も曽於市内の建設会社に勤
務されています。子どもさんが生まれたのを期に自身が育っ
た月野で子育てをしたいとの思いで、友人より振興住宅の事
を聞き申し込みをされました。希望が叶い嬉しいとのこと。
　現在月野消防分団に入団され、弥五郎太鼓も活躍されて
います。「これからも地域活動に協力し地域を盛り上げてい
きたい」と話されました。　　　　　　　　　　　（伊地知）

　　　　　　　　　　　　　藤田　真
しん い ち

一さん　　（30 歳）
　　　　　　　　　　　　　　　　奈

な な み

波さん　　
　　　　　　　　　　　　　　　　香

か り ん

凛ちゃん　（ １ 歳）

　

３
月
24
日
か
ら
4
月
8
日

の
間
、
弥
五
郎
伝
説
の
里
で

桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
桜
は
、
観
測
史

上
2
番
目
に
早
い
開
花
と
な

り
、
約
2
千
本
の
桜
が
訪
れ

た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
4
月
1
日
に
は
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

さ
れ
、
弥
五
郎
太
鼓
・
保
育

園
児
の
ゆ
う
ぎ
・
抽
選
会
等

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
ア
ジ
サ
イ
も
見

頃
に
な
り
ま
す
。
是
非
、
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
重
久
）

表
紙
に
よ
せ
て

委　
員　
長　

岩
水　
　

豊

副
委
員
長　

松
ノ
下 

い
ず
み

委　
　

員　

重
久　

昌
樹

　
　

〃　
　

鈴
木　

栄
一

　
　

〃　
　

今
鶴　

治
信

　
　

〃　
　

伊
地
知
厚
仁

発
行
責
任
者

議　
　

長　

原
田
賢
一
郎

議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

私
た
ち
が

　

作
っ
て
い
ま
す

い
ろ
ん
な
ご
意
見
を

　

お
聞
か
せ
下
さ
い
。
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